
 

 

（独）国立のぞみの園の在り方検討会 開催要綱 

 

 

１．趣旨 

 近年の国立のぞみの園を取り巻く状況の変化を踏まえ、中長期的な運営方針を検

討する場として、「（独）国立のぞみの園の在り方検討会」を開催する。 

 

 

２．検討事項 

 ○ 中長期的な運営方針 

・地域移行が困難な入所利用者の処遇 

・今後の事業展開及び財政について 

・施設の老朽化等について     

   ・その他 

 

 

３．構成等 

(1) 検討会は、社会・援護局障害保健福祉部長による検討会とし、社会・援護局

障害保健福祉部長が開催する。 

(2) 構成員及びオブザーバーは、別紙のとおりとする。 

(3) 検討会に座長及び座長代理を置く。 

(4) 座長は、構成員の互選により選出し、座長代理は、構成員の中から座長が指

名する。 

(5) 座長は、必要に応じ意見を聴取するため、参考人を招へいすることができる。 

(6) その他、検討会の運営に関し、必要な事項は座長が定める。 

 

 

４．その他 

  検討会の庶務は、社会・援護局障害保健福祉部企画課施設管理室が行う。 

資 料 １ 



 

 別紙 

 

（独）国立のぞみの園の在り方検討会 構成員名簿 

 

 

石渡 和実  東洋英和女学院大学大学院人間科学研究科教授 

大 塚 晃  上智大学総合人間科学部社会福祉学科教授 

菊地 達美  日本知的障害者福祉協会副会長 

北岡 賢剛  社会福祉法人グロー（旧滋賀県社会福祉事業団）理事長 

小林 啓一  群馬県健康福祉部障害政策課長 

佐々木桃子  全国手をつなぐ育成会連合会副会長 

佐 藤 進  埼玉県立大学名誉教授 

千葉 正展  独立行政法人福祉医療機構経営サポートセンターコンサルティング 

グループグループリーダー 

 

（オブザーバー） 

遠 藤 浩  独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園理事長 


